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はじめに
　現在ネパールの人口は約2,649万人であり2、そこにはネパール人、ネ
ワール人、タマン人、マナン人、グルン人など多くの民族が住んでいる。
ネパールの政治、社会、文化の中心地であるカトマンドゥ盆地では、古
くからヒンドゥー教と仏教が信仰されている。カトマンドゥ盆地におい
ては、チベット・ビルマ語系のネワール語を話すネワール人たちが古く
から都市文明を築いてきた。そこでは、「クマリ」（Kumari）と呼ばれ
る生き神に対する信仰が有名である。「クマリ」とは、ネワール人の幼
い少女から選ばれた生き神である。クマリに選ばれた後、その少女は旧
王宮近くの館に暮らす。初潮を迎えるとクマリの任務は終了し、彼女ら
は自身の家庭に戻る。クマリは、ネパールのヒンドゥー教徒たちからは
女神ドゥルガーおよびかつての王家の守護女神タレジュ（Taleju）と同
一視されるとともに、仏教徒たちからはヴァジュラ・デーヴィー
（Vajradevī、 後期密教の男尊チャクラサンヴァラの妃ヴァジュラ・
ヴァーラーヒー Vajravārāhīを指す）として崇敬される。またインドラ・
ジャートラ（Indra Jātra）の祭において、クマリを中心とした山車巡
1 本稿は、2014年10月24日インドネシア、バリ島デンパサールのInstitut Hindu 
Dharma Negri, Denpasarで開催された国際セミナーRespect for Religious Pluralism 
and Multi-culturalでの発表資料（英文）の内容に加筆・修正を加えたものである。
2 2011年の統計。外務省ホームページ「ネパール連邦民主共和国基礎データ」を参
照した。http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/nepal/data.html#section1 （2015年10月
15日閲覧）
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行が行われ、かつては歴代の国王が彼女にひざまずき礼拝した。本稿に
おいては、このクマリ信仰、特に王家の守護神としての「ロイヤル・ク
マリ」（王家のクマリ）を取り上げる。ネパールのクマリの研究は数多
くなされており3、本稿ではそれらの先行研究をもとにクマリ信仰を概
観するとともに、カトマンドゥ盆地の歴史におけるクマリの宗教社会的
な機能について考察したい。
１ ．カトマンドゥ盆地におけるヒンドゥー教と仏教の歴史
　前述したように、生き神クマリはヒンドゥー教徒にも仏教徒にも信仰
されている。本節では、ネパールにおけるヒンドゥー教と仏教の歴史を
概観しよう。ネパールの歴史は大まかに以下の 6 つの時代に区分される。
　（ 1 ）リッチャヴィ王朝時代以前（紀元 5 世紀以前）
　（ 2 ）リッチャヴィ王朝時代（紀元 5 ～ 9 世紀）
　（ 3 ） リッチャヴィ王朝からマッラ王朝への移行期（紀元10世紀～11
世紀）
　（ 4 ）マッラ王朝時代（紀元12世紀～1768年）
　（ 5 ）ゴルカ王朝成立・ラナ家支配・王政復古時代（1768年～2008年）
　（ 6 ） ゴルカ王朝の廃止以降ネパール連邦民主共和国の時代（2008年
～現在）
　リッチャヴィ王朝以前には、ネパールの中心地であるカトマンドゥ盆
地を先史時代から東インドからのキラータKirāta族が支配していたとさ
れる。ヒンドゥー教や仏教が明確な形で登場するのは、次のリッチャヴィ
王朝期である。リッチャヴィ朝の諸王はヒンドゥー教徒であったが、同
時に仏教も保護した。例えば 4 ～ 5 世紀のブリシャ・デーヴァBris
4
a 
Deva王はカトマンドゥ市北西部のスワヤンブーの地に仏教寺院を建立
したとされる4。また 7 世紀のアンシュヴァルマンAm
4
śuvarman王5はシ
3 クマリ信仰の起源、現在のクマリ信仰、クマリとネパール仏教との関連等に関し
ては（サキャ 2014）に詳しい研究があるので参照されたい。
4 （田中・吉崎 1998：17-18）
5 （佐伯 2003：99）によれば、アンシュヴァルマンは公式文書の布告文で一度も「王」
と名乗らなかったとされるが、事実上王の機能を果たしていたと考えられる。
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ヴァ神の信者であり、シヴァ神を祀るパシュパティ・ナート寺院等主要
なヒンドゥー寺院に金銭を提供するいっぽう、カトマンドゥ盆地の仏教
寺院も保護した6。この時代のカトマンドゥ盆地には、ヒンドゥー教の
シヴァ派、ヴィシュヌ派、上座部仏教、大乗仏教、密教が併存していた
と考えられる。リッチャヴィ王朝下のカトマンドゥ盆地では、前述のネ
ワール人たちが文明を築いていた。彼らの中には、ヒンドゥー教徒と仏
教徒が混在していた。
　 9 世紀に滅亡したリッチャヴィ王朝の後、デーヴァ王族の支配を経て、
カトマンドゥ盆地は12世紀にはマッラ王朝に支配された。中世前期にあ
たる14世紀の王ジャヤ・スティティ・マッラ（在位1382-1395）は、ネワー
ル人の社会を種姓（カースト）制度に組み込み、彼らの職業や生活様式
について細かく規定を設けた7。こうしてネワール人社会においては、
現在もヒンドゥー教徒のみならず仏教徒にもカースト制が機能してい
る。
　中世後期に入ると、カトマンドゥ盆地はカトマンドゥ、パタン、バク
タプールの三国に分裂し、互いに覇権を争う時代となった。この時代の
カトマンドゥ王国のプラターパ・マッラPratāpa Malla王（1641-1674）
は諸宗教に寛容で、キリスト教のイエズス会の神父のカトマンドゥ滞在
とキリスト教の布教を許可した8。またバクタプール王国のジャガッ
ジョーティル・マッラJagajjotir Malla王（1613頃-1636頃）は、自身が
建設した人工池をバヴァーニー女神に寄進し、ネワール人の仏教徒から
タレジュ女神としての生き神クマリを選ぶ慣例を始めたとも言われる9。
（これに関しては諸説あり、本稿 4 でそれらについて言及した。）このよ
うに古代から中世の王たちは、ヒンドゥー教以外の異宗教にも寛容で、
ヒンドゥー教と仏教は激しく対立することなく共存していた。
6 （佐伯 2003：102）
7 （佐伯 2003：321）
8 （Majupuria T.C. & Majupuria R.K 2004：23）また同王がカトマンドゥ王国とチ
ベットとの通商協定を結び、その結果両国の交易が活発化した。交易の主な担い手
であったネワール仏教徒の商人カーストが交易とともに仏教関連の情報を持ち帰っ
た。（山口 2005：5）（山口 2010：206）参照。
9 （佐伯 2003：369）
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　カトマンドゥ・マッラ朝最後の王であるジャヤプラカーシャ・マッラ
Jayaprakāśa Malla（第 1 期在位1736-1746、第 2 期在位1750-1768）の
時代、ネパールの諸民族の一つであるゴルカが強力となった。ゴルカの
プリティヴィ・ナラヤン・シャハPrithivi Narayan Shahは1768年 9 月
インドラ・ジャートラの祭の時にカトマンドゥに攻め入り無血開城し、
カトマンドゥ王国を滅ぼした。その後、ゴルカのシャハ王朝は宰相ラナ
家の統治を経てギャネンドラ国王の時代まで続いたが、2008年王政が廃
止され、ネパールは連邦民主共和国となった。このような歴史の中で、
カトマンドゥ盆地ではヒンドゥー教と仏教は現在もポピュラーであり、
寺院における宗教活動がさかんに行われている。
２ ．カトマンドゥ盆地の女神信仰
　先に述べたように、生き神クマリはヒンドゥー教の女神ドゥルガーと
同一視されている。インドを中心とする南アジアの女神信仰は、紀元前
1500年頃からのブラーフマニズム（バラモン中心主義）の時代以前にそ
の起源を持つと考えられる。インダス文明の遺跡で出土した女神像は大
きな胸や尻を持ち、これらは豊饒をイメージするものと思われる。ヴェー
ダ聖典などブラーフマニズムの諸文献にも女神は男神の妃として登場す
るが、女神崇拝が顕著な形をとって現れたのは紀元600年以降であると
される10。
　紀元 6 世紀頃の成立とされる『女神の偉大さ』Devīmāhātmyaにおい
ては、女神ドゥルガーのエピソードが述べられる。そこにおいては、ドゥ
ルガーは男神たちにより生み出され、男神から譲り受けた武器を手に水
牛の姿をとる魔神マヒシャ・アスラを殺す女神マヒシャースラ・マルディ
ニーMahis
4
āsuramardinīとして描かれている。またドゥルガー女神を助
けて魔神の軍勢と戦う女神たちとして、カーリー女神や七母神
（saptamātr
4
kā）も登場する。『女神の偉大さ』に登場する七母神はヒン
ドゥー教の 7 名の男神の妃と考えられており、ブラフマーニー
（Brahmānī）、ルドラーニ （ーRudrānī）、ヴァイシュナヴィ （ーVaisn
4 4
avī）、
10 （立川 2008：228）
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カウマーリー11（Kaumārī）、ヴァーラーヒー（Vārāhī）、インドラーニー
（Indrānī）、チャームンダー（Cāmund
4 4
ā）の 7 名である12。これら男神
の妃としての女神は「シャクティ」（śakti）と呼ばれ、シャクティは男
神にとっての性的なエネルギーを意味する。
　以上に述べた女神たちは、カトマンドゥ盆地でも非常にポピュラーで
ある13。カトマンドゥ市内にあるバドラ・カーリー寺院や市郊外のダッ
キン・カーリー寺院など、カーリー女神を祀る寺院も多く、それらの寺
院ではヤギなどの動物犠牲が捧げられ、女神像にその血が振りかけられ
る。またカトマンドゥ盆地では、前述の七母神にマハーラクシュミー14
（Mahālaks
4
mī）を加えた八母神（ast
4 4
amātr
4
kā）が良く知られており、八
母神はカトマンドゥ盆地の東西南北とその間の八方位を守護する女神と
されている。カトマンドゥ盆地で盛んに信仰される女神バガヴァティー
はドゥルガーと同一視され、カトマンドゥ市内にあるショーバー・バガ
ヴァティーŚobhā Bhagavatī寺院の入口には、水牛の魔神を殺すドゥル
ガー女神の絵が描かれている。このようにカトマンドゥ盆地の女神は、
血を好む恐ろしい存在であるとともに、盆地を守る役割も担っている。
　ところで、カトマンドゥ盆地においてドゥルガー女神と同一視される
バガヴァティー女神を本尊とするいくつかの寺院には、仏教との関連を
示す特徴を見出すことができる。カトマンドゥ市内のショーバー・バガ
ヴァティー寺院などでは、寺院内部に古い仏塔（ストゥー パ）が見られる15。
11 シャキャ（2014：302-303）は、クマリとカウマーリー女神との同一視について言
及している。
12 順にブラフマー、ルドラ（シヴァ）、ヴィシュヌ、クマーラ、ヴァラーハ（ヴィシュ
ヌの化身）、インドラ、ヤマの妃とされる。
13 本節に述べた女神以外にも「九名のドゥルガー」（navadurgā）も知られる。
14 マハーラクシュミーの夫は不明であるが、カトマンドゥ盆地では 8 種のバイラヴァ
（シヴァの畏怖相）が知られており、八母神と八バイラヴァが対になる場合がある。
立川（1990：196）はベーラチェーン・ウルマンタ・バイラブ寺院の八バイラヴァと
八母神の対応を挙げており、そこではマハーラクシュミーはサンハーラ・バイラヴァ
と対応する。
15 この寺院では、本堂の前方に四仏を配した仏塔があり、本堂の裏面が 2 つの仏塔
となっている。この寺院はかつて仏教寺院であったものが、バガヴァティー女神の
寺院に変わったものと推測される。
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またカトマンドゥ盆地の南東部にあるパランチョーク・バガヴァティー
寺院は、仏教徒によって管理がなされている16。これらの寺院は現在あ
くまでもヒンドゥー教寺院として機能しているが、ネパールの歴史の中
におけるヒンドゥー教の女神信仰と仏教との密接な関わりを示す例と言
えるだろう。
　マッラ朝期から、歴代の王たちは「タレジュ」と呼ばれる女神を王家
の守護神として崇拝してきた。現在でもカトマンドゥ、パタン、バクタ
プールの三都市の旧王宮広場には、タレジュ女神を祀る寺院がそれぞれ
残っている。タレジュは「タレジュ・バヴァーニー」（Taleju Bhavānī）
とも呼ばれ、南インドやデカン地方で礼拝される「トゥラジャ（もしく
はトゥラザ）・バヴァーニー」（Tulaja Bhavānī）と同一の女神である。
この女神が最初にカトマンドゥ盆地にもたらされたのは14世紀のティル
フット王国（現在のインド、ビハール）のハラシンハ・デーヴァである
とされる17。
３ ．カトマンドゥ盆地における生き神クマリの信仰
　冒頭に述べたように、カトマンドゥ盆地では、「クマリ」と呼ばれる
少女の生き神に対する信仰がある。ネワール人の 2 、 3 歳の少女がクマ
リに選ばれ、初潮を迎えるまで数年間を女神クマリとして過ごす。サン
スクリットで‘kumārī’は「少女、処女」を意味し、‘kumari’はそのネパー
ルでの発音である。クマリには「ロイヤル・クマリ」すなわち王家のク
マリでありネパール全体で崇拝されるクマリと、「ローカル・クマリ」
すなわち特定の地域のみで礼拝されるクマリの 2 種がある18。 2 で述べ
16 カトマンドゥ市の仏教僧ガウタマ・ラトナ・ヴァジュラーチャールヤ氏のご教示
による。
17 （Allen 2000：194）参照。また佐伯（2003：279）は、この王は守護神トゥルジャ・
バヴァーニー（タレジュ）女神からネパールに入るようにというお告げを受け、
1323（もしくは1324）年にこの女神を奉じてネパール入りしバクタプールに首都を
定めて統治したという記述が王統譜にあるが、史実とは異なるとしている。
18 （Allen 2000：189-191）には1976年当時のロイヤル・クマリを含むカトマンドゥの
4 名、パタン（ 2 名）、バクタプール（ 3 名）、デオパタン（ 1 名）、ブンガマティ（ 1
名）が挙げられている。
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たように、中世後期カトマンドゥ盆地はカトマンドゥ、パタン、バクタ
プールの 3 つの王国に分かれており、その三国にそれぞれロイヤル・ク
マリが存在していたが、現在ロイヤル・クマリの役割を果たすのはカト
マンドゥのロイヤル・クマリのみとなった19。カトマンドゥのロイヤル・
クマリはマッラ王朝下で崇拝されていたが、マッラ王朝崩壊後ゴルカの
シャハ王朝下にあっても、その王家の守護神として崇拝され続けてきた。
　カトマンドゥ市の中心部、旧王宮広場には「クマリ・チョーク」（Kumari 
Chowk）と呼ばれるロイヤル・クマリの住居がある。ロイヤル・クマ
リの選出にあたっては、クマリ候補は「32の完全さ」を備えていなけれ
ばならないとされる。「32の完全さ」とは、形の良い爪、長いつま先、
アヒルのように筋の通った脚、ライオンのような胸、ほら貝のような首、
小さな舌、牛のようなまつ毛、バニヤン樹のような体つきなどである20。
ロイヤル・クマリの選出は「ダサイン」（Dasain）もしくは「ドゥルガ ・ー
プージャー」と呼ばれる、ドゥルガーが悪魔に勝利したことを祝う祭の
期間に行われる21。この祭では、多くの水牛やヤギが犠牲として捧げら
れる。ロイヤル・クマリの選出においては、またこのような首を切り落
とされた犠牲獣を見ても恐れた様子を見せないこともその条件であ
る22。その後選ばれた少女は秘密の儀式をうけ、タレジュ女神をその身
体の中に宿すと考えられている23。
　クマリはヒンドゥー教のドゥルガー女神と同一視されるが、この生き
19 しかしながら、パタンのHa Baha寺院のクマリは「旧ロイヤル・クマリ」として
パタン市民に信仰され、またバクタプールの「エーカーンタ・クマリ」はかつての
バクタプール王国のロイヤル・クマリとして現代のダサイン祭の時にはバクタプー
ル市民に礼拝を受けるという。（Allen 2000：190-191）
20 （Amatya 1998：73）Allen（2000：196）は「32の完全さ」のリストを挙げ、また
病気でないことも条件として述べている。
21 ダサイン祭に関しては（Anderson 1988：142-155）参照。また（前田 2009）は、
パタンの旧ロイヤル・クマリが関係するハク・バハおよびムール・チョークのダサ
イン祭について詳述している。
22 （Amatya 1998：73）
23 （Nepali 1988：312）参照。 Allen（2000：198）はパタンのロイヤル･クマリの儀式
について詳述している。ロイヤル･クマリはヒンドゥー教の一連の儀式の後、仏教僧
によりヴァジュラ・デーヴィーとして礼拝される。
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神は必ずネワール仏教徒から選出される。 2 で述べたように、14世紀ネ
ワール社会はカースト制度に組み込まれ、仏教徒もカーストを持つこと
となった。現在ネワール仏教徒社会には 5 つの階級がある24。それらの
うち最も上位のカーストが世襲制の僧侶カーストであり、「ヴァジュラー
チャールヤ」（Vajrācārya）と「シャーキャ」（Śākya）の 2 つのサブ・カー
ス ト か ら な る。 両 サ ブ・ カ ー ス ト と も「 バ レ・ シ グ 」（Nw. Bare 
chuyegu）と呼ばれる修行僧への入門儀礼を行うが、ヴァジュラーチャー
ルヤのみが、その後密教僧の資格を得るための儀礼「アーチャー・ルェ
グ」（Nw. ācāh
4
 luyegu, Skt. ācāryābhis
4
eka、阿闍梨灌頂）を受ける。多
くの場合、クマリは前者のシャーキャの家庭から選ばれる25。ネワール
のヒンドゥー教徒にとってクマリはドゥルガー女神であり、ネワール仏
教徒にとっては後期密教の仏チャクラサンヴァラの妃ヴァジュラ・デー
ヴィーと考えられているが、クマリはまたヒンドゥー教徒であった王家
の守護神タレジュとも同一視される。生き神としてのクマリ信仰は、こ
れら三者の重層的な象徴性を備えている。処女神クマリの信仰と、タレ
ジュの信仰とは元来別の伝統であり、のちに一つの信仰として統合され
たと考えられる。またクマリは仏教の女神ヴァジュラ・デーヴィーと同
一視されることにより、ネワール社会でポピュラーな二つの宗教の橋渡
し的としての役割をも担ってきた。
　カトマンドゥ盆地における生き女神としてのクマリ崇拝の歴史は明ら
かでない。Allen （1996：14-15）は、生き神クマリ崇拝の起源について
の確実な意見はないが、インドのパンジャーブ地方における事例と同様
に、ネパールにおいても小さな範囲のローカルな儀礼であったという可
能性を指摘している。またAllenは、11世紀のラクシュミ ・ーカーマデー
ヴァLaks
4
mī Kāmadeva王（1024頃～1039頃）がクマリ信仰に熱心であっ
た事に注目し、当時北インドやネパールでヒンドゥー教、仏教ともにタ
ントリズムが盛んであり、クマリ信仰の導入がタントリズムと関連性が
24 ネワール仏教徒のカーストについては（Gellner 1992：41-49）（山口 2005：8-9）参照。
25 Allen （2000：190）は、パタンの旧ロイヤル・クマリの出身がヴァジュラーチャー
ルヤだったことを例に挙げ、クマリが常にシャーキャ出身とは限らないとしている。
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あったのではないかとも述べている26。いっぽう、王家の守護神として
のタレジュ女神の信仰は、最初にバクタプールに紹介された。15世紀以
降カトマンドゥ盆地ではバクタプールからカトマンドゥが独立、さらに
パタンがカトマンドゥから独立する形で三国に分裂した後、カトマン
ドゥとパタンに相次いでタレジュ寺院が建立された27。カトマンドゥ盆
地におけるタレジュ女神の顕現としてのクマリ崇拝に関し、Amatya
（1988：63）は以下の伝説を挙げている。
　ある時トライローキヤ・マッラTrailokya Malla王（1560-1613）が、
夢の中でタレジュ女神の化身であるクマリに、ダイヤモンドのヤン
トラ（女神を象徴するダイヤグラム）を作り、それを特別な方法で
礼拝するならば、彼女が眼の前にあらわれて話をしてあげようと
言った。トライローキヤ王が言われた通りにしたところ、クマリが
人間の姿で王の前にあらわれた。彼らは常に一緒に話をしながらダ
イス・ゲームに興じていたが、クマリは「ある者がヤントラを偶然
見てしまったら、自分は人間の姿では二度と王の前にはあらわれな
くなるだろう」と言った。あるとき王の娘のガンガー・デーヴィー
王女がたまたまヤントラを一目見てしまったところ、クマリは姿を
消してしまい王の元には二度とあらわれなくなった。
　またAmatya（1988：63-64）は、今一つの話も挙げている。
　カトマンドゥ・マッラ王朝最後のジャヤプラカーシャ・マッラ王
の時、クマリが夢の中で王の前にあらわれ、彼女は王とともにダイ
ス・ゲームをするが、その時にはカーテンがかかっているので彼女
の手しか見てはいけない、と言った。ある日ジャヤプラカーシャ王
が人間の姿であらわれたクマリ女神とダイス・ゲームをしていたと
き、偶然王はクマリの手に触れてしまった。あまりに美しい手だっ
たので、王は性的な欲求に負けてしまった。それに気づいたクマリ
は怒って王を突き飛ばした。その後、大いに後悔した王があまりに
嘆いたので、クマリは王を憐れみ彼女は仏教徒のシャーキャの少女
26 Allenはまたラクシュミー・カーマデーヴァ王が、インドラ・ジャートラなどカト
マンドゥ盆地の主要な祭を作ったと述べている。
27 （Allen1996：17-18）
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の体内に入るだろうと言った。しかしこの話を忘れてしまった王は、
タレジュ女神とクマリが身体に憑依したシャーキャの少女を侮辱
し、また財産を没収してしまった。クマリ女神はこれに激怒し、夢
で王の前にあらわれ、自分がシャーキャの少女の身体に入ったこと
を告げた。王はこれ以降クマリでありタレジュであるシャーキャの
少女を崇拝するようになり、クマリはシャーキャの少女に受け継が
れていくことになった。
　以上の話によれば、王家の守護神タレジュとクマリの結び付きが、前
者では16世紀～17世紀初めのバクタプール国王トライローキヤ・マッラ
王の時代、後者の話では18世紀のカトマンドゥ・マッラ王朝最後のジャ
ヤプラカーシャ・マッラ王の時代に帰されている。（Allen 2000：192-
193）にも後者と同様の話があるが、Allenはクマリとタレジュの結びつ
きについて以上の 2 人の王のほかに、17世紀のパタン王、シッディナラ
シンハの時代の可能性も示唆している。また 1 で述べたように、佐伯
（2003：369）は17世紀のバクタプール王、ジャガッジョーティル・マッ
ラ王の時代であると述べている。このように、タレジュとクマリの結び
つきがなされた時代については複数の王朝が推定されるが、いずれにし
ても15世紀以降のマッラ朝において三国が併存していた時代であると考
えられる。
　以上に述べたうち後者の話には続きがあり、それは次のようである28。
　生き神クマリは、その後ジャヤプラカーシャ王とは良い関係にな
らなかった。ある日生き神は王に、彼の治世は終焉をむかえるだろ
うと予言した。この予言は王の心にあまりに深く刻まれたので、王
は生き神クマリ、ガネーシャ、バイラヴァを山車にのせて巡行を行
うことを決心した。また王宮とは別にクマリのための住居を建てる
ことを約束した。その結果、生き神クマリは王があと12年長くカト
マンドゥを統治できるだろうと言った。1756年以降クマリの山車巡
行が行われ、そこでは国王は生き神クマリに礼拝をおこなった。
　インドラ・ジャートラ祭において初めてクマリの山車巡行を開催した
28 （Amatya 1998：63-64）
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のは、ジャヤプラカーシャ・マッラ王と言われる29。次節においては、
インドラ・ジャートラ祭におけるロイヤル・クマリの役割について述べ
よう。
４ ．インドラ・ジャートラ祭における
　　ロイヤル・クマリの役割
　インドラ・ジャートラ（Indra Jātra）祭は、毎年 9 月頃に行われる。
‘jātra’は、「旅」を意味するサンスクリットの‘yātra’に由来する語であり、
「インドラ・ジャートラ」は文字どおりには「インドラ神の旅」という
意味である。ネパールの伝説では、かつてインドラは「パーリジャータ」
（pārijāta）という花を好んでいた。パーリジャータはカトマンドゥ盆地
に豊富に生えているが、天界では手に入らない。ある日インドラの母親
が儀式のためにこの花を欲しがったので、インドラは人間の姿をしてカ
トマンドゥ盆地に降りて行った。彼が花を盗んだ時、盆地の人々は彼が
インドラとは気づかずに、泥棒だと思い手足を縛った。まもなくインド
ラの母親が息子を捜しに天界からカトマンドゥ盆地に降り、盆地の人々
は誰が地上に降り、囚われてしまったのか理解した。人々は彼らを歓迎
し、インドラたちは一週間巡行した30。
　インドラ・ジャートラはネワール暦のヤンラー（yañlā）月（インド、
ネパールで使用されるヴィクラム暦ではバードラパダ月に相当する）の
白分第12日に始まり、同月の黒分第 4 日まで続く。この祭はこの年に亡
くなった人々のために行われるとも考えられており、またインドラ・
ジャートラの初日には、インドラ・ドゥバジャ（Indra Dhvaja）と呼ば
れる、インドラの旗がついた柱を建立する祭が行われる。その後一年以
内に家族が亡くなった者たちによる死者供養、インドラの母に対する儀
礼などが行われる。神話ではインドラの母親は囚われた息子を解放する
ため豊かな収穫をもたらす秋と冬の期間の霧と露を約束したとされ、こ
の祭はまた豊富な実りのための儀礼でもある。また期間中は神々や悪魔
29 （Anderson 1988：132）
30 （Anderson 1988：127）
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たちの仮面舞踊劇が行われる31。
　第 3 日の夜、クマリの山車巡行が始まる。ロイヤル・クマリは山車に
乗りクマリの館からカトマンドゥの旧王宮広場を出発する。この巡行は
アサン・チョーク、インドラ・チョークなど重要な旧市街の歴史地区を
回り、クマリの館に帰ってくる。この巡行にはネパール中から多数の人々
が集まり、彼らの前に現れたクマリに向けて殺到する。最終日に追加の
巡行が行われ、クマリは国王の額に祝福のティカ（赤い粉のマーク）を
付ける。この行為は国王に翌年の国の統治を行う権利を与えることを象
徴的に示したものである32。インドラ・ジャートラにおけるこの一連の
クマリの山車巡行は、カトマンドゥ・マッラ王朝最後のジャヤプラカー
シャ・マッラにより開始され、2008年王政が廃止される以前のネパール
最後の国王、シャハ王朝ギャネンドラ・ビール・ビクラム・シャハまで
続いた。　
５ ．考察―ロイヤル・クマリの宗教社会的機能
　これまで述べてきたように、カトマンドゥ盆地においては古くからヒ
ンドゥー教と仏教が共存してきた。そのような状況で、両宗教のシンク
レティズムを示すと思われるようないくつかの現象が見られる。例えば、
カトマンドゥ盆地のいくつかの寺院の本尊はヒンドゥー教徒にも仏教徒
にも崇敬を受ける。そのような寺院の最も著名な例は、カトマンドゥ市
アサン地区にあるジャナ・バハ（Nw. Jana Baha）である。ジャナ・バ
ハの本尊は白色の観音であるが、この本尊は北インドのヒンドゥー教の
聖者マツェーンドラナートMatsyendranāthとも考えられており、この
寺院はまた「セト（白）・マツェーンドラナート」とも呼ばれる。また、
ヒンドゥー教のシヴァ神の妃パールヴァティーの象徴であり女性器をか
たどったヨーニの台座の上にブッダの象徴としての仏塔が建てられてい
る例も、ネワール仏教の総本山であるスワヤンブーナート寺院を始めと
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31 インドラ・ジャートラ祭の内容については（Anderson 1988：128-137）（田中・吉
崎 1988：224-225）参照。
32 （Anderson 1988：133）（田中・吉崎 1998：225）
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して多くの仏教寺院で目にすることができる。
　さてクマリ女神の信仰は、ネパールではローカルな信仰を起源とする
と考えられる。しかしながらクマリ崇拝は、ヒンドゥー教の代表的な女
神ドゥルガー、および歴代のネパール王家の守護神であったタレジュ女
神としてポピュラーな存在となった。 4 で述べたように、クマリはダサ
イン祭の期間に仏教徒のシャーキャの家庭の少女たちから選出される。
ダサイン祭では多くのヤギや水牛が首をはねられ犠牲にされるが、その
光景を見ても恐怖心を見せない少女がクマリにふさわしいとされてい
る。このような場面において、クマリはドゥルガー女神、とりわけ水牛
の魔神を殺すマヒシャースラ・マルディニーと見なされている。
　ここでは、このようなクマリがネワール仏教徒であるシャーキャの家
庭から選ばれるという事実に注目しよう。ヒンドゥー教の女神と同一視
されるクマリが仏教徒の家庭から選ばれるという点は、上に述べたよう
なカトマンドゥ盆地にしばしば見られるシンクレティズムの一例に思わ
れる33。確かに、クマリはヒンドゥー教徒にとってはドゥルガーである
が、仏教徒にとっては仏教の女尊ヴァジュラ・デーヴィーであり、上に
述べたシンクレティズムと同様の形態をなしている。しかし、それだけ
で解決できる事象であろうか。
　ネパールは、古くからヒンドゥー教徒の歴代の国王に統治されてきた。
そのような環境はネワール仏教徒にとってある種の軋轢となり、支配者
に対し不満が全く無かったとはいえないであろう。彼らにとって、それ
らの不満を解消する何らかの社会的装置が必要だったのではないかと考
えられる。ヒンドゥーの女神ドゥルガーであり王家の守護神タレジュと
も同一視されるクマリが仏教徒から選ばれ、インドラ・ジャートラ祭に
おいて王家の守護神タレジュとして国王からも礼拝される、という場面
を見て仏教徒たちはある種の満足感を覚えたのではないだろうか。また
支配者側としても、常に被支配層であったネワール仏教徒たちの祭礼に
おける「ガス抜き」としての機能をロイヤル・クマリに求めていたので
33 Majupuria, T.C. & Majupuria, R.K.（2004：254-255）は、クマリ信仰をシンクレティ
ズムの一例として紹介している。
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はないかと思われるのである34。すなわちこの局面において、ロイヤル・
クマリは女神という象徴的存在として、ネワール社会におけるヒン
ドゥー教徒と仏教徒の平和的共存に貢献してきたと言えるであろう。
　次に、インドラ・ジャートラ祭におけるクマリの山車巡行に着目して
みよう。クマリの巡行を最初に行ったのは、18世紀、カトマンドゥ・マッ
ラ王朝最後のジャヤプラカーシャ・マッラと言われている。彼は、ゴル
カのシャハ王朝がネパールを支配する以前のカトマンドゥを支配した最
後のネワール族の王である。彼の時代、ゴルカのプリティヴィ・ナラヤ
ン・シャハがすでにカトマンドゥ盆地に侵攻しつつあった。盆地におい
て古くから都市文明を築いてきたネワール民族が異民族に侵略されよう
としている最中に、このクマリの巡行の行事が始められたのである。筆
者はこの巡行の行事は、迫りくるゴルカ人たちに対峙するためネワール
人の結束を図る目的で行われたのではないかと推測する。ヒンドゥー教
徒からも仏教徒からも生き神として信仰されるクマリの巡行に民衆たち
が熱狂し、ネワール社会の絆が深まるであろうことは容易に推察される。
　 4 で挙げた伝説によれば、巡行は1756年に開始されたという。すでに
その10年以上前から、ゴルカはカトマンドゥ北西のヌワコートを始めと
するカトマンドゥの周辺地域を掌握し始めていた35。クマリがジャヤプ
ラカーシャ王の治世の終焉を予言したという伝説も、このような史実を
踏まえてのことであろう。このような危機的状況下で行われたクマリの
巡行の背後に、異民族の侵入に対してネワールの結束を図ろうとする国
王の政治的意図を想定することは可能であると思われる。
　1768年、プリティヴィ・ナラヤン・シャハはインドラ・ジャートラ祭
の最中にカトマンドゥに侵攻し、翌年ネパールを統一し新たなゴルカの
王朝を開始した。マッラの三王朝は滅んだが、クマリ信仰は生き残った。
ゴルカの新王も、生き神クマリをドゥルガーの化身、また王家の守護神
タレジュとして礼拝したのである36。これはクマリと同一視されるドゥ
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35 （佐伯 2003：381-384）参照。
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にクマリは祝福のティカを授けたという。
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ルガー女神がヒンドゥーの大伝統に位置する女神であり、民族を超えて
信仰される存在であるということが理由として挙げられるであろう。ま
たゴルカの王も、被支配層であるネワール人たちが多数居住しているカ
トマンドゥ盆地を平和的に統治するために、クマリ信仰をその手段の一
つとして利用したとも思われる。この点においてクマリ信仰は、異民族
同士の平和的共存のための効果的な装置としても機能したと考えられ
る。
結び
　以上、カトマンドゥ盆地における生き神クマリの宗教社会的機能につ
いて述べてきた。クマリはヒンドゥー教の女神ドゥルガーと同一視され
るが、ネワール仏教徒の家庭から選出される。元来処女神としてのクマ
リ信仰はローカルなものであったと考えられるが、後にヒンドゥーの女
神ドゥルガーと、またさらに王家の守護神タレジュの信仰と結びついた。
このような重層的な女神のイメージを通じて、ネワール社会においてク
マリは聖性を高めていき、ヒンドゥー教徒と仏教徒の共存の手立てとし
ての役割を果たすようになった37。さらにクマリ信仰は民族間の垣根を
超え、カトマンドゥのロイヤル・クマリはネワール人のみならずゴルカ
の王にも礼拝されるようになった。ここにおいてクマリは、いわばトラ
ンス・エスニックな存在となり、異民族同士の平和的共存の装置として
も有効に機能することとなったと考えられる。
　現在連邦民主共和国となったネパールでは、王政は廃止されたがクマ
リの制度は存続した。インドラ・ジャートラの際ロイヤル・クマリは、
国王ではなく大統領にティカを授ける儀礼を行っている38。ネパールの
歴史の中で多宗教、多民族の共存に貢献してきたと考えられるクマリが、
今後のネパールにおいてどのような役割を担っていくのかが注目され
37 （シャキャ 2014）には現代のクマリの状況についての詳述があるが、そこで「現
在の生き神クマリ信仰は宗教共存、共生のシンボルになっていることに異論はない
であろう」と述べている（p.306）
38 （シャキャ 2014：293）参照。ネパールが大地震に見舞われた後、2015年のインドラ・
ジャートラの祭礼においてクマリの巡行がどのように行われたかは未確認である。
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る。幼い少女を隔離し特別な環境で生き神として育てる、という伝統的
な習慣に批判的な意見もある。生き神クマリのような宗教的聖性を持つ
存在が、合理性を追求する現代において社会と矛盾なく存在し続けるこ
とが可能なのかどうかという点に関しては、また別の機会に考察したい。
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